
亜細亜大学アジア研究所所報 第126号平成19年４月10日

8

　 

諺
か
ら
見
た
ネ
パ
ー
ル
の
農
業

島
　
田
　
輝
　
男

　
こ
の
諺
は
、
筆
者
が
昭
和
五
十
二
年
に
友
人R. K.

ヤ
ダ
ブ
氏
と
、
ネ
パ
ー
ル
の
平
野
部
、
ジ
ャ
ナ
カ
プ
ー

ル
県
ダ
ヌ
サ
郡
バ
ナ
ニ
ヤ
村
で
収
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
原
文
は
マ
イ
テ
ィ
リ
語
で
あ
る
。

　
厳
し
い
気
象
条
件
の
下
で
、
先
祖
代
々
農
業
を
営
ん

で
き
た
バ
ナ
ニ
ヤ
村
の
人
々
が
、
そ
の
知
恵
と
努
力
の

結
晶
を
諺
に
残
し
た
。
そ
れ
が
ネ
パ
ー
ル
農
業
を
知
る

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

玄
人
百
姓
と
は

　
パ
イ
レ
　
カ
ー
カ
リ
　
ピ
チ
ェ
ッ
　
ダ
ッ
ー
ン

　
タ
ワ
ラ
　
カ
ヒ
ー
　
パ
カ
ー
　
キ
サ
ー
ン

前
作
胡
瓜
　
後
作
稲

そ
れ
を
い
う
　
玄
人
百
姓

「
乾
期
夏
作
（
二
月
〜
六
月
）
に
胡
瓜
を
作
り
、
雨
期

作
（
六
月
〜
十
二
月
）
に
稲
を
作
る
、
そ
れ
こ
そ
が
玄

人
の
百
姓
で
あ
る
」
と
。

　
胡
瓜
な
ど
瓜
類
が
乾
期
夏
作
と
し
て
水
田
前
作
（
日

本
の
水
田
裏
作
に
相
当
）
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
瓜
類

は
高
温
を
好
み
、
乾
燥
に
耐
え
る
。
こ
の
よ
う
に
作
物

の
特
性
を
生
か
し
た
多
毛
作
化
が
で
き
て
こ
そ
、
本
物

の
百
姓
で
あ
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
乾
期
作
に
は
灌
漑
が
不
可
欠
で
、
昔
は
、
浅

井
戸
や
小
河
川
を
水
源
と
し
た
釣
瓶
灌
漑
で
乾
期
作
を

し
て
い
た
。
そ
の
作
業
は
厳
し
く
、
玄
人
百
姓
で
あ
っ

て
こ
そ
出
来
る
仕
事
で
も
あ
っ
た
。

　
ト
ッ
ー
ラ
　
ジ
ョ
テ
ィ
　
ニ
カ
　
カ
エ
　
マ
ヒ
ヤ
ー

　
ニ
ー
、
ウ
チ
ゥ
　
カ
エ
　
バ
ー
ン
ヒ
　
ア
ー
リ
ー
、

　
タ
バ
　
ナ
ヒ
　
ウ
バ
ジ
ャ
ェ
　
タ
　
ダ
ー
ク
　
ケ
　

　
パ
リ
ハ
　
ガ
ー
リ
ー

耕
起
少
々
破
土
丁
寧
、
畦
は
高
く
造
る

そ
れ
で
も
不
作
な
ら
ダ
ー
ク
の
悪
口
を
言
え

「
田
畑
の
耕
起
は
荒
く
、
破
土
は
丁
寧
に
、
雨
水
を
溜

め
る
た
め
の
畦
は
高
く
造
る
、
そ
れ
で
豊
作
間
違
い
な

し
。
も
し
不
作
な
ら
、
ダ
ー
ク
の
悪
口
を
言
え
」
と
。

　
日
本
で
は
反
対
に
、
耕
せ
ば
耕
す
ほ
ど
作
物
が
良
く

育
つ
と
い
う
。
こ
れ
は
気
象
環
境
の
違
い
に
よ
る
。

　
ネ
パ
ー
ル
平
野
部
の
乾
期
後
半
は
高
温
期
で
、
鋤
け

ば
鋤
く
ほ
ど
土
壌
乾
燥
が
進
み
、
作
物
が
育
た
な
い
。

破
土
作
業
を
丁
寧
に
す
れ
ば
、
表
土
が
細
か
く
な
り
、

乾
燥
に
よ
る
ひ
び
割
れ
が
塞
が
れ
、
土
壌
水
分
の
蒸
発

が
抑
え
ら
れ
る
。
高
畦
は
雨
水
を
た
め
る
工
夫
で
あ
り
、

何
れ
も
日
本
人
に
は
理
解
し
難
い
農
法
で
あ
る
。

　
ダ
ー
ク
（
ガ
ー
グ
）
と
は
、
イ
ン
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
州

か
ら
ネ
パ
ー
ル
中
部
タ
ラ
イ
地
方
に
か
け
て
村
人
た
ち

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
農
業
聖
人
の
こ
と
で
あ
る
。

適
期
適
作
の
勧
め

　
適
し
た
時
期
に
適
し
た
作
物
を
栽
培
す
る
。
こ
れ
は

ど
こ
の
国
で
も
同
じ
、
百
姓
仕
事
の
基
本
で
あ
る
。

稲　
ア
ド
ラ
ラ
ー
　
ダ
ッ
ー
ン
　
プ
ナ
ル
バ
ス
ー

　
ウ
カ
ッ
ゲ
ラ
　
キ
サ
ー
ン
　
ジ
ョ
　
ウ
ォ
エ

　
プ
ー
カ
ッ

稲
は
ア
ド
ラ
ラ
ー
か
ら
プ
ナ
ル
バ
ス
ー
に
播
け
、
プ
ー

カ
ッ
に
播
け
ば
百
姓
が
行
く

「
稲
は
ア
ド
ラ
ラ
ー
（
第
六
星
宿
六
月
下
旬
〜
七
月
上

旬
）
か
ら
プ
ナ
ル
バ
ス
ー
（
第
七
星
宿
七
月
上
中
旬
）

に
播
け
、
プ
ー
カ
ッ
（
第
八
星
宿
七
月
中
下
旬
）
に
播

く
と
百
姓
が
潰
れ
る
」
と
。
雨
期
は
六
月
か
ら
九
月
ま

で
、
田
植
え
は
雨
期
の
初
め
に
終
わ
っ
て
お
け
と
い
う
。

ひ
よ
こ
豆
と
小
麦

　
チ
ャ
ナ
ー
　
チ
ト
ラ
ー
　
チ
ャ
ウ
グ
ナ
ー
、

　
ス
ワ
テ
ィ
ー
　
ゲ
フ
ー
ン
　
ホ
エ

ひ
よ
こ
豆
チ
ト
ラ
ー
四
倍
　
小
麦
ス
ワ
テ
ィ
ー
に
播
け

「
ひ
よ
こ
豆
は
チ
ト
ラ
ー
（
第
十
四
星
宿
十
月
中
下

旬
）
に
播
け
、
小
麦
は
ス
ワ
テ
ィ
ー
（
第
十
五
星
宿
十

月
下
旬
〜
十
一
月
上
旬
）
に
播
け
、
四
倍
採
れ
る
」

と
。
ひ
よ
こ
豆
、
小
麦
共
に
冬
作
物
で
、
そ
の
播
種
適
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期
は
十
月
中
旬
か
ら
十
一
月
初
め
に
か
け
て
で
あ
る
と

い
う
。

バ
ナ
ナ

　
フ
ァ
ー
グ
ン
　
ケ
ラ
ー
　
ロ
ー
パ
ラ
　
ジ
ャ
ェ
、

　
マ
ー
ス
　
マ
ー
ス
　
フ
ァ
ル
　
バ
イ
サ
ル
　
カ
ッ
エ

フ
ァ
ー
グ
ン
月
に
バ
ナ
ナ
植
え
、
月
々
座
し
て
果
実
食

べ
「
バ
ナ
ナ
を
フ
ァ
ー
グ
ン
月
（
二
月
中
旬
〜
三
月
中

旬
）
に
植
え
る
と
、
何
も
し
な
く
て
、
月
々
バ
ナ
ナ
を

沢
山
食
べ
ら
れ
る
」
と
。

　
バ
ナ
ナ
の
定
植
適
期
は
乾
期
の
後
半
、
暑
期
が
始

ま
っ
た
と
き
と
い
う
。
こ
れ
は
バ
ナ
ナ
だ
け
で
な
く
、

マ
ン
ゴ
ー
、
レ
イ
シ
、
グ
ヮ
バ
な
ど
、
他
の
熱
帯
果
樹

で
も
同
じ
で
あ
り
、
農
家
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
。

季
節
と
作
物

　
適
期
適
作
を
実
行
し
て
も
、
季
節
の
変
化
に
一
喜
一

憂
す
る
の
が
百
姓
仕
事
で
あ
る
。
稲
作
り
の
理
想
的
な

季
節
は

　
サ
ー
ワ
ン
　
パ
チ
ッ
ィ
ヤ
ー
　
バ
ッ
ー
ダ
ワ
　
プ
ー

　
ル
バ
ー
、
　
ア
ー
シ
ュ
ワ
ン
　
バ
へ
ー
　
イ
ー
サ
ー

　
ン
、
カ
ー
ル
テ
ィ
ク
　
カ
ン
タ
ー
　
シ
キ
ヨ
ー
　
ナ

　
ド
ー
レ
、
カ
ハ
ー
　
カ
　
ラ
カ
ッ
バ
ハ
　
ダ
ッ
ー
ン

サ
ー
ワ
ン
月
西
風
　
バ
ッ
ー
ダ
ワ
月
東
風
　
ア
ー
シ
ュ

ワ
ン
月
東
北
風
　
カ
ー
ル
テ
ィ
ッ
ク
月
無
風
ス
ス
キ
の

止
葉
不
動
　
ど
こ
に
置
こ
う
か
籾

「
サ
ー
ワ
ン
月
（
七
月
中
旬
〜
八
月
中
旬
）
に
西
風
が

吹
き
、
バ
ッ
ー
ダ
ワ
月
（
八
月
中
旬
〜
九
月
中
旬
）
に

東
風
が
吹
き
、
ア
ー
シ
ュ
ワ
ン
月
（
九
月
中
旬
〜
十
月

中
旬
）
に
東
北
風
が
吹
き
、
カ
ー
ル
テ
ィ
ッ
ク
月
（
十

月
中
旬
〜
十
一
月
中
旬
）
に
ス
ス
キ
の
止
葉
も
動
か
な

い
ほ
ど
無
風
、
そ
の
年
の
稲
作
は
大
豊
作
間
違
い
な

し
、
籾
を
ど
こ
に
置
こ
う
か
と
、
百
姓
が
悩
む
」
と
。

　
七
月
中
旬
〜
八
月
中
旬
の
西
風
と
八
月
中
旬
〜
九
月

中
旬
の
東
風
は
適
度
な
雨
を
伴
い
、
九
月
中
旬
〜
十
月

中
旬
の
東
北
風
は
小
雨
を
も
た
ら
し
、
十
月
中
旬
〜
十

一
月
中
旬
の
無
風
は
晴
天
を
約
束
す
る
。
こ
れ
は
稲
作

に
と
っ
て
理
想
の
気
象
で
あ
る
。
反
対
に
、

　
ジ
ャ
バ
　
バ
ラ
セ
　
ア
ガ
ハ
ヌ
ー
ワ
ー
　
ロ
ー
、
タ

　
バ
　
ダ
ッ
ー
ン
　
チ
ョ
ッ
ー
デ
ィ
ク
　
フ
イ
　
チ
ャ

　
ウ
ラ

ア
ガ
ハ
ヌ
ー
ワ
ー
月
雨
あ
る
と
水
田
草
原
と
な
り
牧
場

「
ア
ガ
ハ
ヌ
ー
ワ
ー
月
（
十
一
月
中
旬
〜
十
二
月
中

旬
）
に
雨
が
降
る
と
稲
が
腐
り
、
水
田
が
草
原
と
な

り
、
家
畜
の
放
牧
場
と
化
す
」
と
。

　
こ
こ
で
い
う
稲
と
は
在
来
晩
生
稲
で
あ
り
、
十
一
月

か
ら
十
二
月
が
開
花
登
熟
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
雨

に
あ
う
と
穂
発
芽
し
、
稲
が
腐
る
。

　
同
様
に
、
「
一
月
か
ら
二
月
の
雨
は
小
麦
を
腐
ら

せ
、
牛
を
殺
し
、
百
姓
の
足
に
皸
を
つ
く
る
」
と
い
う
。

適
正
技
術

　
ハ
リ
ン
　
パ
ッ
ラ
ー
ゲ
　
カ
ー
カ
リ
ー
　
　
パ
イ
　

　
ゲ
ー
パ
イ
ゲ
ー
　
カ
パ
ー
ス
、
　
ジ
ャ
イ
　
カ
ヒ
ー

　
キ
サ
ー
ン
　
セ
　
ボ
ェ
　
ガ
ッ
ニ
ー
　
ウ
カ
ッ
ー
ル

鹿
が
飛
び
跳
ね
る
程
に
胡
瓜
　
一
歩
一
歩
に
綿

密
植
畑
は
「
間
引
け
」
と
百
姓
に
い
え

「
胡
瓜
な
ど
の
つ
る
性
野
菜
は
鹿
が
飛
び
跳
ね
る
間
隔

に
、
綿
な
ど
の
立
ち
性
作
物
は
人
の
歩
幅
に
播
け
、
密

植
し
た
畑
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
百
姓
に
『
間
引
け
』

と
い
え
」
と
。
そ
し
て
、
ば
ら
播
き
畑
で
は
、

　
ド
ゥ
　
セ
ラ
　
メ
テ
ッ
ィ
ー
　
ア
ラ
ハ
ラ
　
マ
ー

　
ス
、
デ
ダ
　
セ
ラ
　
ビ
ガ
ッ
ー
　
ビ
ー
ジ
　
カ
パ
ー

　
ス
、
パ
ー
ト
ラ
　
パ
セ
リ
ー
　
ビ
ガ
ハ
ー
　
ダ
ッ
ー

　
ン
、
テ
ィ
ー
ン
　
パ
セ
リ
ー
　
ジ
ャ
ダ
ハ
ン
　
マ
ー
ン

一
ビ
ガ
ハ
ー
当
た
り
播
種
量
は
こ
ろ
は
　
き
ま
め
　
毛

つ
る
小
豆
ニ
セ
ラ
　
綿
一
・
五
セ
ラ
　
五
パ
セ
リ
ー
早

生
・
中
手
稲
　
三
パ
セ
リ
ー
　
晩
生
稲
　
皆
が
納
得

「
皆
が
納
得
す
る
一
ビ
ガ
ッ
ー
（
六
十
七
ア
ー
ル
）
当

た
り
の
播
種
量
は
、
こ
ろ
は
、
木
豆
、
毛
つ
る
小
豆
は

二
キ
ロ
瓦
、
綿
は
一
・
四
キ
ロ
瓦
、
早
生
・
中
手
稲
は

二
十
三
キ
ロ
瓦
、
晩
生
稲
は
十
四
キ
ロ
瓦
」
と
。

（
し
ま
だ
て
る
お
・
元
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
・
ア
シ
ュ
ラ
ム
農

　
業
学
校
校
長
・
元
国
際
協
力
事
業
団
派
遣
専
門
家

　（
農
業
））
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